
再発防止委員会開催状況 

 年月日 議  題 

第 1 回 H28/02/03 1. 再発防止の検討および普及啓発に関する実施要領（案）の検討  
2. 分析課題の検討（中心静脈穿刺） 

第 2 回 H28/05/13 1. 再発防止の検討及び普及啓発に関する実施要領（案）の検討 
2. 数量的分析の報告（制度開始後 6 か月の動向－中間報告－） 
3. （No.1）「中心静脈穿刺」企画書（案）の検討 
4. 分析課題の検討（肺血栓塞栓症） 

第 3 回 H28/09/07 1. （No.1）「中心静脈穿刺」の進捗報告 
2. （No.2）「肺血栓塞栓症」企画書（案）の検討 
3. 分析課題の検討（アナフィラキシー） 
4. 医療安全情報（仮）の情報提供について 
5. 平成 28 年度 年報における数量的・疫学的分析について 

第 4 回 H28/12/20 1. （No.1）「中心静脈穿刺」提言書の中間報告 
2. 専門分析部会の進捗報告 
3. 分析課題の検討（気切術後早期の管理、腹腔鏡下胆嚢摘出

術） 
4. 平成 28 年 年報における数量的・疫学的分析の報告について 

第 5 回 H29/2/28 1. （No.1）「中心静脈穿刺」提言書の最終報告 
2. 専門分析部会の進捗報告 
3. （No.4）「気切術後早期の管理」企画書（案）の検討 
4. （No.5）「腹腔鏡下胆嚢摘出術」企画書（案）の検討 
5. 「院内調査報告書」へのセンターの対応について 
6. 平成 28 年 年報における数量的・疫学的分析の報告 
7. 普及啓発  

・提言書の配布先について 
第 6 回 H29/6/2 1. （No.2）「肺血栓塞栓症」提言書の中間報告 

2. 専門分析部会の進捗報告  
3. 分析課題の検討（胃管の挿入、人工呼吸器関連 
4. 普及啓発  

・CVC のアンケート実施の検討 
5. その他  

・再発防止を行うにあたっての公正性の担保について 
第 7 回 H29/9/4 1. 専門分析部会進捗報告 

2. （No.6）「胃管の挿入」企画書（案）の検討 
3. （No.7）「人工呼吸器関連」企画書（案）の検討 
4. 分析課題の検討（画像検査） 
5. その他 

・利益相反について 
第 8 回 H29/12/5 1. 専門分析部会の進捗報告 

2. （No.3）「アナフィラキシー」提言書の最終報告 
3. （No.4）「気管切開術後早期の管理」提言書の中間報告 
4. （No.8）「画像検査」企画書（案）の検討 
5. 分析課題の検討 
6. 普及啓発  

・CVC アンケート結果の報告 
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 年月日 議  題 

第 9 回 H30/3/5 1. 専門分析部会の進捗報告 
2. （No.5）「腹腔鏡下胆嚢摘出術」提言書の中間報告 
3. 分析課題の検討（転倒・転落） 
4. 平成 29 年 年報における数量的・疫学的分析の報告について 

第 10 回 H30/5/7 1. 専門分析部会の進捗報告 
2. （No.4）「気切術後早期の管理」提言書の最終報告 
3. （No.9）「転倒・転落」企画書（案）の検討 
4. 分析課題の検討（大腸内視鏡前処置） 
5. 普及啓発  

・PTE アンケート結果の報告 
・アナフィラキシーアンケートの配布先について 

第 11 回 H30/7/2 1. 専門分析部会の進捗報告 
2. （No.5）「腹腔鏡下胆嚢摘出術」提言書の最終報告 
3. （No.6）「胃管の挿入」提言書の最終報告 
4. （No.10）「大腸内視鏡前処置」企画書（案）の検討 
5. 分析課題の検討（肝生検） 
6. 普及啓発  

・（No.4）「気切術後早期の管理」アンケートの配布について 
第 12 回 H30/9/3 1. 専門分析部会の進捗報告 

2. 専門分析部会（No.11）「肝生検」企画書（案）の検討 
3. 分析課題の検討 
4. 普及啓発について  

第 13 回 H30/11/5 1. 専門分析部会の進捗報告 
2. (No.7)「人工呼吸管理（NPPV/TPPV）」提言書の最終報告 
3. (No.12)「胸腔穿刺」企画書（案）の検討 
4. 分析課題の検討（胃瘻） 
5. 普及啓発  

・提言のアンケートの配布時期について 
6. その他 

・「認定書発行」について 

第 14 回 H31/1/7 1. 専門分析部会の進捗報告 
2. (No.8)「救急外来における画像検査」提言書の最終報告 
3. (No.13)「胃瘻」企画書（案）の検討 
4. 分析課題の検討（精神科、身体拘束） 
5. 普及啓発  

・アナフィラキシーアンケート結果の報告 
6. その他 

・「企業・学会に期待したい事項」を具現化するための方策（案）

について 
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